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スポーツにおいてメンタルは試合の勝敗を左右しうる重要な要素と言われていますが、その根拠とな
る客観的データは多くありません。本研究では、トップアスリートの実戦中の生理状態の変化（メンタル
の指標）とパフォーマンスの関係性を定量的に評価しました。

生理状態とパフォーマンスの定量的な関係から“メンタル”の構成要素とメカニズムを科学的に理解し、
それに基づいて、アスリートの生理状態を最適に整えてパフォーマンスを向上させるための体系的な
方法論を確立します。

勝者のメンタルとは？
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これまで困難だった実戦におけるトップアスリートの生理状態の計測に成功しました。その結果、トップ
アスリートには、心拍増加に伴うパフォーマンスの向上や、直近の状況によらない安定した生理状態
と高いパフォーマンスの維持などの特徴があることがわかりました。
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制球力が高い投手は心拍が安定

バラつきが小さい＝ 制球力が高い

心拍同時計測 投球誤差(捕球位置-目標位置)


